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研究成果の概要（和文）：本研究では虚偽自白防止機能を組み込んだ被疑者面接技法の開発を試みた。日本の被疑者面
接事例のコミュニケーションのプロセスを分析し、（１）取調官がもつ仮説の検証を志向する「ストーリー駆動型コミ
ュニケーション」、（２）出来事の詳細部や背景情報の重視する「物語的真実への志向」、（３）「パターナルな倫理
的態度」という特徴を見出した。これらをふまえ、虚偽自白発生の危険因子である（１）を除去した新たな被疑者面接
技法を提案した。

研究成果の概要（英文）：Present study aimed at developing a suspect interview technique free from false 
confession. We analyzed communication processes of suspect interview cases in Japan and found following 
three characteristics: 1) “story driven communication” oriented in testing interrogator’s hypothesis, 
2) the interrogator’s preference of “narrative truth” emphasizing event details and backgrounds, 3) 
“paternal ethical attitude”. Based on these findings, we proposed a new suspect interview technique 
excluding “story driven communication” which is a possible risk factor of false confession.

研究分野：法心理学

キーワード： 被疑者面接技法　虚偽自白防止　情報駆動型コミュニケーション　ストーリー駆動型コミュニケーショ
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１．研究開始当初の背景 

 2010年3月に再審無罪となった足利事件や

一連の検察不祥事などを契機として、近年、

警察・検察の取調べにおける虚偽自白の発生

防止が重要な社会的課題として注目されて

いる。この課題に対しては制度・政策レベル

でいくつかの検討・提言が試みられているが、

そこに法心理学の知見が十分に活用されて

いるとは言えない状況にある。これは司法関

係者に法心理学的研究の成果が十分に知ら

れていないことにもよるが、同時に虚偽自白

に関する日本の法心理学的研究が主として

信用性評価技法の開発と、それらを用いた鑑

定の取り組みに重点を置いてきたことにも

由来する。このような研究動向によって日本

の法心理学研究においては公判段階で取調

べの適切性を検証し、虚偽自白を事後的に発

見するための分析手法について世界的に見

ても充実した成果が得られており、鑑定など

を通して刑事裁判の現場で一定程度活用さ

れるようになっている。しかし刑事裁判以前

の段階で虚偽自白の発生を予防しつつ、適切

に被疑者からの情報収集（自白を含む）を行

う被疑者面接技法の開発・導入については日

本では残念ながら十分な研究が行われてい

ないのが現状である。 

 一方、国外では法心理学的知見を取り込ん

だ被疑者面接技法の開発がすでに精力的に

進められ実用化されている。特に 1990 年代

にイギリスで実用化されたPEACEアプローチ

（CPTU, 1992）は注目に値する。従来の技法

がアメリカで開発された REID テクニック

（Inbau, Reid, Buckley, & Jayne, 2013）

に代表されるように、被疑者から自白を得る

ことに重点を置いた「自白獲得型」の技法で

あったのに対して、PEACE アプローチは被疑

者による釈明を聞き取ることに重点を置く

「情報収集型」の技法となっている点に大き

な特徴がある。このような技法を用いること

で、被疑者に不適切な心理的圧力がかかる危

険性が軽減され、虚偽自白の発生を一定程度

抑止することが可能となっている。このモデ

ルは 1992 年にマニュアル化されイギリスの

全警察官が訓練を受けているが、その開発に

おいて法心理学的知見が積極的に活用され

たことが知られている。 

 このようにPEACEアプローチは法心理学的

研究がその開発や評価に貢献した実用的な

被疑者面接技法として注目すべきものであ

る。しかし、その具体的な内容は取調べの可

視化を大きな特徴とする 1984 年に改正され

たイングランドとウェールズの「警察および

刑事証拠法」の枠組みを前提としたものであ

り、当然のことながら日本における刑事捜査

に関連する法や実務の現状を踏まえたもの

ではない。日本において有効に機能する被疑

者面接技法の開発には、PEACE モデルのよう

な先端的な取り組みを視野に入れつつ、被疑

者取調べをめぐる日本固有の問題状況、法お

よび実務の特徴、日本人のコミュニケーショ

ン特性などを考慮した基礎研究および開発

研究が必要となると考えられる。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は以下のとおりである。 

 (1)日本の捜査実務において通常用いられ

ている取調べの技術の実態を調査し、そのよ

うな取調べが無実の人から虚偽自白を引き

出してしまうメカニズム（虚偽自白圧力）を

心理学およびコミュニケーション研究の観

点から検討し、虚偽自白の発生に結びつく取

調べの「危険因子」を明らかにする。 

 (2)次に(1)で得られた知見をもとに、虚偽

自白に結びつく危険因子を排除したうえで、

真犯人からは効果的に自白を引き出すこと

ができる適切な自白圧力の解明をめざす。

「情報収集型」の被疑者面接法である PEACE

モデルの検討を出発点として、日本の刑事捜

査実務や被疑者の特質も考慮し検討を進め

る。 

 (3)最後に(1)(2)の成果をふまえ日本の刑



事捜査実務において実用性の高い虚偽自白

防止機能を組み込んだ被疑者面接技法を開

発する。その成果は、学術論文の形態だけで

はなく、取調べ実務家や他の法律家にも利用

しやすいマニュアルのかたちでも提供する。 

 
３．研究の方法 

 本研究では次の方法・手順で研究を進める。 

 (1)被疑者面接技法の先行開発事例として

アメリカで開発された REID テクニックとイ

ギリスで開発されたPEACEモデルが想定して

いる被疑者と取調官のコミュニケーション

構造を、特に虚偽自白の発生を防止する機構

の有無および特徴、真犯人による嘘を抑止し

犯行体験の自発的説明を促す圧力の特徴に

注目して検討する。 

 (2)日本において実施されている被疑者面

接の問題点を明らかにするため、冤罪など重

大な問題を引き起こした面接のうち、録音・

録画または逐語記録が利用可能なものを対

象として、被疑者と取調官のコミュニケーシ

ョン構造の分析を行う。分析においては、被

疑者と取調官による直接の言語的相互行為

の分析だけではなく、刑法その他の法律、取

調官向けの教本等も資料として面接が埋め

込まれている制度的、文化的文脈の検討もあ

わせて行う。 

 (3)以上の検討結果をふまえ、日本の司法

システムと捜査実務において実用的に機能

することが期待できる被疑者面接技法の基

本構造を確定し、それに基づいて具体的な面

接手順を定めたマニュアルを作成する。 

 
４．研究成果 

 (1)REID テクニックと PEACE モデルにおけ

る被疑者と取調官のコミュニケーション構

造の比較検討によって、被疑者からの情報収

集を先行させ、それに対して取調官が証拠や

論理に基づいた質問を行う「情報駆動型」の

コミュニケーション構造をもつPEACEモデル

が、取調官が予め設定した事件の筋書き（テ

ーマ）を最初に提示して、被疑者にそれを受

け入れることを求める「ストーリー駆動型」

のコミュニケーション構造をもつ REID テク

ニックよりも、虚偽自白の発生防止、真犯人

よる嘘の防止の双方の機能において優れて

いることが明らかになった。 

 

 (2)日本における被疑者面接の特徴と問題

点を明らかにするために知的障害者を対象

とした検察官による被疑者取調べの録画記

録 7件分と、足利事件ほか取調べに問題があ

ったとされる事件における被疑者取調べの

逐語記録（警察官および検察官）にみられる

コミュニケーション構造の分析をおこなっ

た。その結果、以下の3点が明らかになった。 

① REID テクニックと同様に、取り調べる

側が予め「真実」として想定する犯行の

筋書き（ストーリー）を用意し、それは

被疑者に示し（REID テクニックと異な

り、多くの場合ストーリーは部分的ある

いは暗示的に被疑者に示される）、それ

を受け入れることを求め、被疑者が否認

した場合には、提示したストーリーの全

体または部分を反駁するよう求める「ス

トーリー駆動型」のコミュニケーション

が頻繁に用いられている。 

② 犯罪事実の立証や情状の判断に必要と

される情報だけではなく、その他の諸状

況、諸事情も詳細に盛り込むことで供述

が「真実」であるという印象をもたらす

「物語的真実（narrative truth）」の

獲得を重視する傾向がある。 

③ 取調官が被疑者のことをよく理解して

おり、自分の評価や判断が倫理的に適切

で被疑者のためになると信じて取調べ

に臨む「パターナルな倫理的態度」をと

る傾向がある。 

 

 (3)以上の結果をふまえ、日本の捜査実務

において実用的かつ有効に機能する被疑者



面接技法は、虚偽自白生成の危険因子である

「スト—リー駆動型」のコミュニケーション

構造を排除し、それを「情報駆動型」に転換

するとともに、実務や文化の観点から完全に

排除することが困難な「物語的真実」を重視

する傾向と「パターナルな倫理的態度」の影

響を最小化する必要があることが確認され

た。この基本的な設計指針に基づいて、自白

への転回過程（犯行を認めるまでの過程）に

おいてPEACEモデルに準拠した情報駆動型の

コミュケーション構造をもつ面接を行い、そ

の結果、被疑者が犯行を認めた場合、それに

続く自白の内容展開過程（犯行内容を説明す

る過程）で、まずオープン質問を用いて犯行

状況の説明を求め、その後、必要に応じて物

語的真実に結びつく情報の追加収集と、被疑

者に反省を求めるなどパターナルな関係が

生じる聴取を実施するという手順を確定し

た。 
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